
第１．計画概要 第２．根拠法令等

■ 法第４４条第１項第２号関係関係

1． 申請地 □ 公衆便所

□ 巡査派出所

■ その他これらに類する公益上必要な建築物（料金徴収施設）

2． 申請者 ■ 特定行政庁が通行上支障がないと認めるもの

第３．特定行政庁の判断

3． 申請建物概要 計 画 用 途 ： 【許可申請の理由】

構 造 ：

規 模 ：

高 さ ２２．７１５ ｍ

敷 地 面 積 １２１．１１ ㎡

建 築 面 積 ２０．０２ ㎡

延 べ 面 積 ３９．００ ㎡ 【公益上必要とされる理由】

4． 道の状況 幅 員 ： ７３．７６ｍ

【通行上支障がない旨の判断】

5． 用途地域

6． 形態規制 建 蔽 率 ： １６．５３ ％ ／ ６０ ％ 第４．結　果

容 積 率 ： ２３．３３ ％ ／ ２００ ％ 上記により、許可相当と判断する。

道 路 斜 線 ：

隣 地 斜 線 ：

北 側 斜 線 ：

日 影 規 制 ： ロ（３）５ｈ・３ｈ（平均地盤面からの高さ４ｍ）

防 火 指 定 ：

東京外環自動車道の料金徴収施設は公益性の高いものであり、その施設で勤務する

申請地は道路区域内にある車の通行しない敷地であり、車道部分とはフェンス等で

明確に分離されていることから、通行上支障がないと判断する。

東京外環自動車道川口ＪＣＴ内回りの料金徴収施設収受員が通行するための

昇降階段及び昇降路が、竣工後約３０年を経過し老朽化が進んだため、

改築を計画したく当該地の道路区域内で申請を行うもの。

　建蔽率６０％　　容積率２００％

収受員用の昇降階段及び昇降路は、料金徴収施設を適切に運営するために必要不可欠な

建物である。

鉄骨造

地上　２階建て

２０ｍ＋１．２５勾配

規制なし

なし（建築基準法　第２２条区域）

（　公道　）

用途地域の指定の無い区域　　市街化調整区域

１．２５勾配

料金徴収施設収受員通路（鋼製階段・昇降路）

（議案第１号）
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